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開

戰

責

任

の

調

査

報

告

書

ノ 

：
占

部

.
百

太

1

-

r

.

.

去
る
四
月
廿
八
b
es
m

cd
平
和
#

議
'總

會

に：

開

.戰

責 

任
漭
並
び
に
典
の
處
罸
に
關
す
6

委
員
會
の
報
吿
書
が 

提
出
せ
ら
れ
た
。
こ
の
報
吿
書
は
今
度
の
世
界
大
戰
の 

原
因
を
踽
明
し
、
從
て
亂
戰
の
责
任
の
歸
す
る
所
を
明 

.
に
す
る
に
足
る
も
の
が
ぁ
る
ビ
癸
ふ
。
傲
吿
書
の
木
文 

は
我
®

未
だ
宇
に
す
る
こ
^

が
出
來
な
い
か
ら
、

ロ
ン 

•

^

•.
•
«

^

ム'
ス
&;
進
瓶
信
« .
の
：所
報
^:
左

^

紹

介

ヤ 

る
K

K

し
た
。. 

,

.
,

:
n
.

x
 

•
, 

'

こ
の
報
吿
書
ゅ
一
方
に
は
、
日
米
爾
«

の
委
負
と
、

他
の.
一
方
に
は
爾
餘
の
，總
て
の
娄
員S

の
間
に
意
見
の 

'
杆
格
あ
5
兆
候
钇
現
は
し
て
居
る
。
'實
際
米
國
姿
員
は 

報
吿
書
に
調
印
す
る
に
方
つ
て
、
極
め
て
重
大
な
る
，保 

留
を
し
て
居
る
が
、
興
れ
は
道
徳
上
の
责
任
，に
對
し
て 

{

獨
逸
前
帝
を
國
條
裁
判.
で
審
問
す
る
事
，に
反
對
す
る
と 
\ 

w

ふ
の
で
あ
つ
て"
道
徳
上
の
罪
は
唯
だ
道
徳
上
.の
制 

j

裁
を
の
み
加
ふ
可
し̂

主
張
す
る
の
で
あ
る
。
從
て
米 

國
委
員
は
審
問
の
範
圆
內
に

r

人
逍
の
法
則」

ゥLa
w

s  

|  

o
f  Im

m
a
rity

》

に
反
す

る

罪
を
包
含
す
る
乙
ビ
に
就
て 

|

他
の
委
焉
ミ
霧
見
を
異
に
し
て
培
る
。

\ 

‘

へ
米
國
®

は
報_

內

忙

於

け

る

或

る

重

大

な
:̂
矛
 

\

盾
の
點
を
指
摘
し
、
:1
1:
ハ
の
保
留
條
件
の
綱
要
を
揭
げ
た 

\
.

る
#

嘗.
の
全
皦
^

贩
じ
て
’、
委
員
會
の
主
狼
す
る
關
«
 

責
任
者
處
罸
0 :
龙
法
に
對
じ
で
y

根
本
的
^
&_

0
識 

見
を
表
明
し
て
居
る
。 

，

' 

■

費

道

蓮

■

破
；_

,
る
者
は
縱
令
如
何
’
る
高
從
の
人
ビ
雖
ヽ
凡
べ
て
之
を

0

^

0

 
,
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開
戦
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の
調
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省
，
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コ
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,
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八
六
〇)

，
雑
錄
開
峨
货
怯
の
；響蝴
，告进

.

雜
問
せ
、む
乙
ど
を
唱
遨
し
て
居
な
が
、
然
し
乍
ら
特
R 

該
委
員
會
ば
マ
戰
带
を
惹
起
し
た
る
行
爲
は
其
の
.發
頭 

人
等
に
對
し
て
釓
殫
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
法
廷
に 

於
け
る
裁
判
の
主
题
た
ら
し
め
ざ
る
可
か
ら
ず」

^
勸 

說
す
る

‘
の
で
は
な
い
と
陳
述
し
て
居
る
。
委
員
會
の
意 

風
は
、「

氓
立
國
の
蹂
»

」

丨
セ
ふ
塒
殊
の
箇
雙
就
て
、

「

貴
使
^

を
當
2
3̂

即
^

^

<(

殊
に_

獨
帝
^

R:
對
し
：'
 

t
ip

刑
法
上
の
罪
を
加.
ふ
る
こ)

と
は
出
來
な
い
と
云
ふ 

の
で
あ
名
が
'、
f

爾
ほ
委
員
會
僅
和
會
議
が
是
等 

の
開
®

寶

任
^

^
對
し
て
，「

5E
'
式
な
る
：
.
罪

の
■

日」 

s fo
rm

a
l 

co
n
d
e
m

n
a
tio

n

ゴ

を
爲
す
可
き
こ
と
を
主
張 

し
て
居
る
。0

主

裔

委

員

會

，は

其

の

附

託

鑛

項

せ

t

で

、,

«

記

の

諸 

點

に

就

て

調'®
し

報

吿

し

た

ヲ：.

(
1

)

.
戰
饼
發
頭
人
等
0
實

輝
: '
'

.

0
1

)

今
次
戰
翁
^

、
陸
上
海
上
：及
び
空
中
に
於
て

m

■ .
3£
_ 
:
' 

獨
逸
帝
國
及
び
•
其
の
.同
盟
國
の
軍
隊
が
犯
せ
る
戦
爭 

の
法
规
及
び
慣
習
の
違
反
に
關
す
る
事
項 

:
’

(

三.)

參
謀
本
部
員
及.
び
其
他
如
何
な
る
高
地
位
R 

在
る
，個
人
を
も
舍
め
る
敵
軍
中
'0
#

殊
0'
人
々
に
歸 

|

す
可
き
是
等
犯
罪.
に
對
す
る
責
任
の
程
度. 

j  

(

四)

へ
是
事
犯
罪
の
審
問
に
逾
當
な
る
裁
判
所
の
制 

'

度
並
S

.裁

判

手

績

' 

•

.

:(

五r

辦
間
の
進
行
中
に
起
6
得
べ
く
1、
而
し
て
本
、
 

\ 

:
委
貴
會
が
有
用
代
し
1:
考
量
に
資
す
可
し
€_

む
る「

| 

.#•
記
，各

項.に
類
似
し
若
ぐ
は..
之
を
'

®
足
す
可
き
凡
ゆ
：
 

る
他
の
事
項

\

此

：
の

主

査

委

員

會

，
に

代

表

，
せ

6

れ

し

國

家

は

：、

北

米 

合
#

國
、。
大
英
國
、.
佛
蘭
茴
、
W

太
利
、
日
本
、
甶
其 

翁
、"
希
職
、.
波

蘭
,'
*
^
 

I
 了. 
二
：ァ
.
、

セ

ル

ビ

：
ァ

等

史

あ

，
：

■ 

0
炫.

:-
°
. 

-
 

/ 

.

...
‘
吿
薔
ほ
大
修
^
於

尤

極

め

ず

價

傭

あ

ゲ

、：：

風

.つ

識 

愼
な
.る
述
作
で
+ あ..
つ
て
、
今
度
の
戰
爭
を
以
て
獅
塊
雨
‘

ノ 

帝

：國

锄

の

陰

謀

の

.
結
果
な
り
：̂
す
る
聯
合
侧
の
，論

證

を

以
： .

て
' 1

.

層
重
大
に
趣
い
た
6
#

雜
西
及
び
$
 

\

ビ
r,
r,

.. 

ば
、
恐
&
ぐ
最
も
節
明
に
述T

た
も
の.
で
あ
'ら
5-
。
：
.
記

’

對
し
て
は
>

戰
爭
布
吿
前
兩
國
の
國
填
を
俊
犯
し
|2
る 

述
す
る
拆
何
れ
0
場
合
に
於
て
も
悉.
皆.
、：.：聯
合
國
或
は「

が
爲
責
任
を
加
重
せ
し
め
た
？

ブ

_

;

';
:»
國
に
暫
發
布
せ
ら
れ
た：

公
丈
#

か

も

引

用

せ

ら

れ

開

：戰
寶
饪
潜
並
び
に
其
の
處
罸
に
關
す
る
委
M

會
は
：
 

.
 

た
官
邊
の
證
據
に
依
ら
:̂
る
は
な
い
。
 

’ 

\

戰
歌
を
豫
'謀
し
た
る
問
題
を
論
じ
て
、
之
に
對
す
る
«

一
,

省

，：
：::
:;'
':
!.
'

: :
て

四

,ニ L

ご：
b

 

.

報
告
書
：の.
第
一
章
は
先
づ
戰
淨
發
頭
潘
等
の
寶
任
^

ー
 

1

九
一
四
年
戰
淨
勃
發
前
數
ヶ
月
獨
逸
皇
帝
は
旣
に 

-

.

就
て
述
ベ
'V

居
る
。：
委
員
會
ば
世
界
戰
爭
の
起
因

U

關
平
和
の
チ
ャ
ン
ビ
オ
ン
た
る
態
度
を
止
め
た
。彼
は
，典
の 

で
：
.
、
.

.

.

.

'■
★

る
數
多
め
公
文
書
ビ
べ
開
戰
賢
時
に
於
け
る
中
立
國
陸
軍
の
非
常
に
饞
勢
な

'r; 

_ 

,
へ
一
と
國
境
の
侵
犯
S

を
*

査

し(

で

、

「

開

戰
^

對

す

る

責

任

：：

\

然

佛

國

仏

對

す

る

敵

-意

を

1;

小
し
た
。へ
フ
オ
ン•

モ
ル
ト
ケ
' 

ぃ.

';
'

.

•

'
は
，全

然

侵

略

政

策

-—

此
0

政
策
0

隱
蔽
は
今
次
戰
爭j

將
第
ば
自
耳
義
王
に
鱭
つ
た
、「

今
度
こ
を
間
題
が
決
定 

へ 

の
起
因
に
對
し
^

歐.
洲
の
卒
和
を.
脅
か
す
暗
黑
な
る
瞻.

|
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

ど
。
此
の
言
に
對
し
て
eHl
耳」 

: 

謀
の
性
質
を
與
へ
' 
た-——

を
辑
ふ
て
戰
银
を
布
吿
し
た
一
義
玉
は
空
し
く
杭
議
を
喂
へ
た
。

0
f

興
の
參
課
總 

マ 

.
諸
强
狀
職
決
し
た

.
0.
:,即

ち
此
の
責
饪
は
先
：づ
第
ニ
畏
も
其
の
：不
！I

な
る
態
度
を
改
め
な
か
つ
れ
"

■

了 

, 

ー
に«
逸..
と
塊
地
利
と
に
歸
し
，
第
ニ
.
に
±
耳
古
ビ
缴
：
.

i:

九I

■四
年
六
I
I
十
八
日
：
.
セ
ラ
ノi
v

ォ
で
塽 

一
： 

牙
^
在
ぬ
歸
す
气
責
任
味
普
魯
士
が
自
が
ら
保
障
し
：

利
皇
太
子
が
暗
殺
せ

」

ら
^
%
敌
：の.
老
帝
フ
ラ
ン
シ_
ネ
，ぃ
 

フ

'̂
fi
.s
義
ビ
ソ
ユ.
ク
サ
シ
ブ
|
少
の
中
立
違
反
の
故̂.
久
ョ
セ
フ
は
、

「

是
れ
^i

狂
人
の
小
圃
微
の
所
業̂-
あ
る」 

す
 

' 

'第
十
芑_
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問
戦
貴
任0
調
柰
報
吿
齊 
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1
七
锶
-
:
茧
九



m
十

三

卷

(

八
六
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雜
錄
觀
资
任
の
調
哉
報
告
畨 

ヒ_

っ
：̂

此
设
兇
行
は
堞
©

國
領
土
：内
に
於.
て
：澳

句

.. 

國

|'
臣
民
0
犯
せ
レ
：罪
で
あ
る
か
ら
、：
之
に
對
し
て
極
I
 

め
て
疋
當
に
靈
を
表
し
、

ベV  V

ダ

ラ

ー

ド

に

於

て

は
 

.
公
け
の
媒
樂
を
さ
；へ
禁
じ
fr
セ
ル
ビ
ア
國
に
#
等
齋
を 

及
ぼ
す
事
柄
で
は.
な
か
っ
た
'。
若
し
換
地
利
政
府
に
し
一 

七
セ
ル
ビ
ア
人
5
此
の
览
;^
に
與
っ
た
者
が
ぁ
る
ビ
^

I  

へ
た
な
ら
ば
、
セ
ル
ビ
ア
政
府
は
共
謀
考
を
檢
擧
す
る

\ 

w

b
で
あ
っ
た
0
所
が
セ
ル
ビ
ア
0

此
の
態
度
は
燠
地j  

'
刺
を
滿
定
せ
し
め
得
な
か
っ.
た
。
況
や
獨
逸
を
や
。
e 

\

.
云.
ふ
，の
は
、.
雨
阈
共
に
最
初
.の
驚
愕
の
今
去
づ
た
ヰ..

'き-
、
此
の
王
室
並
び
に
國
民
，の
$

に
於
て
開
戰
の
ロ

 
；.. 

實
を
發
見
し
れ
か
ら
で
あ
，る
。
：ー
九j

四
年
七
月
五
H 

\ 

:
ポ
ジ
ッ
ダ
ム
に
於
て「

決
定
的」

*

談
會
が
催
3
れ
た
\ 

\

 

.
維
納
？
伯
林

:̂
は
次
の
計
策
を
決
定
し
た
：0
で
あ
る
。'

其
れ
は
^

鈉
か
ら
極
め
て
短
時
期
內
R
闾
答
す
可
き
極 

め
て
強
磷
な
る
|

^
^
牒
を
^

ル
グ
チ
ー
P

に
送
る
ビ 

S

ぶ
事
で
あ
^

た
。
：
'

'.

：,
.
:1

:

..
第
七
^
.
.

六
〇..

\

V'
タ
ア
公
使
フ
オx

。
レ

ル

へ

シ

フ

チ

ル

>"
は

こ

九

一
四
.年
七
月
十
八
日
附
秘
密
文
#
^

に
下
の
•如
ぐ
云
，つ 

て
居
る
^
、
此
の
文
寄
中
は
述
べ
ら
れ
た
事
*
は
米
だ 

公
然
と
杏
認
せ
ら
れ
て
届
ら
な
い
。
日
.ぐ

r

セ
ル
ビ
ア 

が
獨
立
國
の
尊
嚴
と
相
容
れ
な
い
恶
求.
^
承
認
す
る
能 

は
ざ
る
は
明
白
で
あ
る」

V
J。

レ
ル
へ
ン
フ
ょ
ル
ド
は
其 

の
秘
密
文
書
中
に
、
«

の.
文
書
が
*
吿
せ
ら
れ.
た
時
に 

當
て
、
雜
に
セ
ル
ビ
':ア
に
對
す
る
最
後
^
^
は
鵪
«
兩 

國
政
府
の
間
に
決
定
せ
ら
れV

居
た
事
、
兩
國
政
府
は 

佛
國
大
統
領
ポ
ア
ン
ヵ
丨
ル
氏
及
び
首
相
グ
ィ
グ
ィ
ア
二 

氏
が
セ
ン
ト
®
ピ
I

タ
ー
ス
ブ
ル
グ
に
向
て
出
發(

し
た 

後
ま
で
最
後
通
牒
の
發
送
を
待
つ
て
居
た
事
、
維
練
も 

伯
林
も
か
、
る
瞥
威
的
方
策
が
惹
起
す
可
き
結
縣
に
就 

て
何
等
の.
速
：想
だ
も
抱
懐
せ
ざ
り
し
琳
を
暗
示
し
て
居 

る
-i
o

結
扃
戰
#

に
終
；る
可
き
®
は
極
め
て
明
か
に.
知
ら 

れ
て
展
た
^

で
我
る
。
:
"

>

ダ.
ア
公
使
は」
步
を
進
め.
て
、
伯
林
欧
府
垆
腹

r1

だ
恐
れ
た
の
は
、
燠
何
國
が
躊
踏
し
て
最
後
の
瞬
間
に 

思
止
ま
る
が
如
き
こ
^

な

き

や

、

而

し

て

一

.
方

に

於

て 

セ
ル
ビ
ナ
が
怫
國
及
び
大
英
國
の
忠
吿
を
容
れ
て
自
國 

に

,*
)

へ
ら
れ
た
る
厕
迫
に
屈
服
す
る
が
，如
き
事
な
き
や 

に

花

つ

た

事

を

說

明

し

，て
；居

る

。
兎

に

角

「

伯

林

政

府

は

，
 

戰
箏
が
必
要
で
あ
る
ビ
考
量
し
れ
の
で
あ
る
し
。が
で
塊 

的

國

外

棚

ベ

ル

ヒ

ト

ル

；
ド

伯

妃

全

權

を

，興

へ

た

の

で

': 

同

伯

はI

九

I

四

年

七

月

十

八
.
日
勃
牙
利
を
同
盟
に
抱 

き
込
み
、
戰
带
に
參
加
せ
し
む
可
く
同
國
と
協
儀
す
る 

や
う
^

外
務
遒
に
訓
分
し
た
。
此
の
陰
！i

を
蔽
は
む
が 

爲
、、
獨
逸
a

帝
は
北
海
の
巡
遊
に
赴
く
可
き
事
、
普
國 

陸
®

大
11
1

は
休
暇
を
取
る
可
き
事
が
取
極
め
ら
れ
た

)  

是
れ
は
純
々
の
出
來
事
が
獨
逸
帝
國
政
府
を
し
て
全
然 

溉
慌
せ
し
め
穴
や
う
に
袈
は
し
め
む
が
爲
で
あ
つ
た
。

燠
地
利
は
突
然
最
後
通
牒
を
セ
ル
ビ
ア
に
送
つ
た
。 

其
れ
は
到
底
セ
ル
ビ
.ャ
が
承
認
す
る
能
は
ざ
る
や
う
注 

意
し
て
作
製
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
然
し
世
間
は

欺
く
こ
ビ
が.
出
來
な
か
つ
：た
^
全

.世

界

は

此

の

最

後

通
 

牒
が
戰
举
を
意
味
す
る
こ
と
? :
了
解
し
72
.

」
(

駐

英

獨

大
 

使
リ.-AJ  
ノ
ク
ス
キ-
1
の
覺
書)

o

露
國
外
相
ナ
ゾ
ノ
ッ
フ 

氏
は「

燠
句
國
は
.セ
ル
ビ
ァ
を
一
呑
に
せ
む
ヒ
し
れ
し
ど 

云
つ
た
。

\ 

五
：

ー:

報
吿
書
は
次
に
極
：め
て
流
暢
に
、
戰
爭
の
破
裂
を
防 

一
が
む
於
爲
其
の
事
件
を
徐
ろ
に
討
議
す
可
き
時
を
獲
む 

ゼ
し
て
、
協
商
諸
國
が
凡
ゆ
る
努
力
を
爲
せ
し
次
第
を
'
 

\

說
咨
、
而
し
て
中
歐
兩
帝
國
の
目
的
が
些
吵
疑
も
な
く 

\

徹
頭
徹
M

牛
和
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
に
在
り
し
こ
と 

\

を.
示
し
て
居
る
。
セ
ル
'ビ
ァ
が
換
甸
國
及
び
獨
逸
の
豫 

、
®

に
反
し
、
英
、
佛
、S

の
熱
心
な
る
勸
說
を
容
れ
て
、 

最
後
通
牒
を_
承
認
す
る
に
至
つ
た
颠
末
は
、
m
s

K
 

依V

明
か
に
せ
ら
れ
て
居
る
C 

恰
も
七
月
ニ
十
五
日
の
五
時
四
十
五
分
即
ち
最
後
她 

牒
の
期
限
の
切
れ.
る
十
五
分
前
、

セ
ル
ヒ
ァ
外
務
大
K

0

0

六
ぜ

笫
士 
s

A

六
三)

維 

'錄
開
鞅
貴
任
^
調
，資
龈
告_



珞
十
コ1

卷

(

八
六
四)

雜

-

錄

開

P

貴

任

の

響

報

告

，帯

 

，

パ
シ
ッ
チ
氏
は
燠
匈
國
公
使
ギ
ィ
ス
ル
男
に
囘
答
を
渡
の
如
く
述
べ
て
居 

し
た
。

パ
シ
"
チ
氏
が
外
務
省
に
歸
來
す
る
と
、囘
答
に 

滿
足
せ
ざ
る
旨
を
認
め
た
ギ
ィ
ス
ル
^

か
ら
の
©
筒
が 

旣

に

卓

上

に

在

る

を

發

見

し

た

。
，，
六
時
一
一
一
十
分
塊

^
®

公
使
は
ベ
ル
グ
：ラ
ー
ド
を
引
揚
げ
：た
？
爾
か
も
男
が
塊
一 

都
に
未
だ
到
着
し
な
い
，前
旣
に
、
塊
®

國
政
府
は
セ
ダ

一
 

ビ
ア
公
使
ヨ
グ
ァ
ノ
ク
ィ
ッ
ヒ：

氏
に
旅
券
を
交
附
し
介
。而 

し
て
三
十
三
の
動
員
命
令
は
準
備
せ
ら
れ
た
が
、
其
等 

は
何
牙
利
政
府
の
機
關
紙
ブ
ダ
ぺ」

ス
テ
ィ
*
コ
ツ
ロ
ー
1
で 

翌

朝

公

布

せ

ら

れ

た

：
。

H

十
七
日.
ナ
1
•
モ
ー.
リ
ス
®
ド
*
ブ
：ン
セ
ン
は
ナ
1
*

エ
ド
フ
l
y
 
•
グ
レ
ー
に
打
電
し
て
日
く
、「

燠
甸
國
は 

.
セ
ル
ビK

w

戰
爭
の
期
聲
を
以
て

*
晋
し
て
居
る」

^
0
0 

一..
一
十
八.
H

.I
E
午
塊
地
刺
は
：セ
ル
ビ
ブ
に
宣
戰
し
た
ソ
，
一一 

十
九
日
塊
：

4

は
ベ
ル
ダ

^
丨
IF
の
砲
擊
を
始
め
、
國
隱 

を
通
過
せ
む_

備
*

し
な
。
：
：
.

:

'
:

• :
'
'

■

戰
#

に
對
す
る
獨
逸
の
準
備.
に
就
て
：、
' 報
告
書
は
k

第
七
號

六
二

七

月1

一
十 

一n
i

ど
云ふ

！：

十
い
頃
、
幾
何
か
の
豫
備
職 

級
の
忍
集
に
ょ
つ
て
獨
逸
の
動
員
は
始
め
ら
れ
た
が
、
 

次
に
は
端
西
に
於
け
る
獨
逸
牌
校
は
召
集
せ
ら
れ
、
夫 

れ
か
らj

一
十
五
H
に
は
メ
ッ
ツ
守
備
兵
が
召
狼
せ
ら
れ 

た
。
七
月1

一
十
六
0
獨
逸
の
艦
隊
は
那
威
か
ら
«
還
せ 

&
れ
た
。
•
，
：
：

;A
^

一
日
®

i

帝
は
英
國
王
R
下 

の
如
ぅ
な
言
葉
を
.含
む
だ
電
報
を
發
し
た
。
田

く

「

我 

ヵ
國
境
に
'在
る
'軍
隊
は
‘現

下

佛

國

々

境

を
«-
へ

ざ

る

や
 

ぅ
電
報
及
び
電
話
に
依
て
命
令
せ
ら
れ
つ
、
ぁ
る」

ビ
。

:

扨
戰
爭
は
此
0

日

附

；
の

！

〗
H
z.

後
ま
で
宣
布
せ
ち
れ
な 

か
つ
た
。
而
し
て
®
^

の
g
M

命
令
は
同
H
即
ち
八
月 

i
日
に
發
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
事
の
實
際
^
於 

て
、
獨
逸
の
®

隊

は

其

れ

以

前

.の

命

令

に

依

て

動

員

せ
 

^

れ
集
中
せ
ら
れ
れ_

で
あ
る
。其
れ
に
も
拘
は
ら
す
、 

協
商
侧
の
態
度
は
尙
ほ
最
後
ま
で
如
何
程
和
協
的
で
あ

つ
た
か
と
云
ふ
に
、
獨
逸
の
艦
隊
が
.リ
ボ
ー
を
砲
擊
し

つ
、
あ
つ
た.
其
時
に
方
つ
て
、
ニ
コ
ラ
ス
一
一.
世
は
ク
ィ
リ. 

ァ
ム
ニ
世
に
名
罄
の
«

«
を
與
へ
て
、
露
®

は
外
交
談 

剑
中
何
等
侵
擊
的
活
動
を
企
て
ざ
る
可
し
と
云
a

、
而 

し
て
獨
逸
の
®
隊
が
佛
國
々
境
を
'®
へ
て
進
®
を
始
め 

た
時
、グ
ィ
グ
ィ
ァ
二
氏
は
總
て
の
佛
國
大
使
に
向
つ
て
、
 

「

©
人
は
尙
ほ
平
和
の
運
動
を
止
め
て
は
な
ら
ぬ」

と 

訓
電
し
た
の
で
あ
る
。
、……

加
之
、
明
か
に
批
難
を 

避
け
む.
が
爲
、
佛
國
は
獨
逸
の
國
境
か
ら
十
キ
ロ
メ
ー 

ト
ル
丈
け
®
隊
を
撤
退
せ
し
む
る
迄
に
注
意
を
取
つ
た 

の
で
あ
る
。
是
程
に
注
素
を
取
つ
れ
に
も
拘
は
ら
す
、
 

戰
带
布
吿
前
か
ら
«

逸
^
^
は.
數
^
の
箇
處
に
於
て
佛 

:

國
の
锢
土
に
侵
入
せ
^

め
たf

其
の
甚
だ
し
き
挑
發
の 

滕
搜
は
、
三
國
同
盟
の
-
員

た

る

，伊

太

利

す

ら

、
戰

爭

の
 

侵

略

的

性

質

宄

る

を

見

：て

、
：

I條
約
の
箇
條
が
效
カ
を
失 

つ
た
と
^
を
宣
言
し
て
憚
か
ら
な
か
つ
た
程
で
あ
る
。

'
勃
牙
利
^
土
^
古
の
參
戰
1 :._

す

る

以

上̂:
似

寄

つ 

た
證
據
を
列
擧
し
た
る
後
、
報
吿

#
は
語
を
績
け
て
日

く
、「

是
れ
は
#

に
セ
ル
ビ
ァ
の
»
立
ビ
歐

羅

巴

の

本

和
 

に

反

猶

し

て

，
四

：
國

0

頭

馨

が

企'1
:
.
扣

る

陰

謀

に

外

な 

ら

ぬ

の

で

あ

る

^
^
。

，委

員

會

の

事

業

の

此

の
部
分
に

於
け
る

«

の

結
論
は
 

左

の

，通■り
で.
あ
る
°

:(
一  

>.
戦
：爭
は
中
歐
兩
强
が
同
盟
國
た
る
土
耳
古
及 

び
勃
牙
利
と
共
に
豫
め
計
策
し
、
之
を
避
く
可
か
ら 

ざ
る
も
の
た
ら
し
め
む
が
爲
の
故
ら
な
る
行
爲
の
結 

V

果
で
あ
つ
た
。

•

(1
1

)

獨
逸
は
塊
匈
國
とI

致
し
て
、
故
意
に
協
商 

•

諸
國
の
铽
み
左
る
數
多
の
和
協
的
提
讁
及
び
其
の
戰 

爭
を
避
W

む
が
爲
の
屢
次
の
努
力
を
凡
べ
て
無
效
た 

ら
し
む
可
く
行
動
し
た
。 

.

穴

.
 

,

，
白

耳

義

，が

其

の

中

立

を

保

親

せ

む

が

爲

，

種

々

.手

段
 

を
皲
し
た
次
第
を
述
べ
た
後
"
委
員
會
は
白
其
儀
及
び 

?
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
の
中
立
®
犯
に
關
し
て
報
告
し
、
而

第
十
三
，
翁(

八K

五)

雜
錄
開
戦
貴
任
の
調
资
報
告
沓

铱七狨



第十
I
s 

(

八六さ雜錄開職貴

®
の
調
査
報
告
屯
：

馆
七
號

し
て
玆
に
も
亦
佛
國
で
白
耳
義
の
中
立
を
犯
^
む
と
す 

る
事
を
知
‘つ
た
が
故
、
勢
ひ
之
を
侵
犯
す
る
に
至
つ
た 

^
云

ふ

獨

逸

侧

,?
)
議
論
の
全
然
虛
妄
な
る
こ
S
を
■
明 

し
て
居
る
。
燠
匈
國
に
就
て
一
寸
興
味
ぁ
る
.事
:̂

云

ふ 

0
は
、
ナ
ミ
ュ
ー V

Q

包
圍
に：

塊
釘
國
自
働
車
隊
を
使 

用
し
れ

る

は

、

同
國
が
豫
め
.宣
戰
の
形
式
す
ら
踏
ま
す 

!-.
'
し
，て
白
5
義
の
中
立
を
侵
犯
：.し

た

—

を

示

し

て

居

る
 

.事

で

：
あ

る。

:

.

委
員
會
に
附
託
せ
ら
れ
た
事
業
の
■此
の
部
分
に
對
す 

る

其

の

結

論

：は

下

0
如

く

で'あ

る

。

日

ぐ

、
：

「
1
八

三
 

九

年

四

月

十

九

日

の

諸

條

約

に

，
依

V

保
障
せ
ら
れ
た
白 

5
義

の

中

立

及

，び

：

I

八

六

七

：
年

：五

':月

十

一

日

の

條

約
 

に
依
て
保
隙
せ
ら
れ
た
タ
ュ
ク
ナ
ン
ブ

I

ル
0
中
立
、
 

は
獨
逸
及
び
澳
匈
國
に
依
て
故
韋
^
違
反
せ
ら
れ
れ」

 

€

o 

.

委
員
會
は
此
の
如
く
戦
#
破
裂
及
び
之
に
伴
ふ
中
立

其
の
報
吿
書
中
に
陸
海
並
び
に
空
中
に
於
け
る
戰
爭
の 

法
規
及
び
r e

赞
の
違
犯
を
論
じ
て
居
る
。
婺
員
愈
A

非 

議
す
可
か
U

る
性
質
の
浩
糊
な
る
a

據
鄯
類
を
檢
閱 

し
た
る
後
、：.

左
の
如
く
宣
言
じ
で
居
る
。

多
年
の
患
習
の
剑
然
たる

：： P

約
並
び
に
人
道
の
I

 

な
る
命
令
あ
る
，に
も
拘
は
ら
ず
、
獨
逸
及
び
其
の
同
姐 

.
國
は
暴
行
に.
暴

行

を

累

ね

た

*

.
,
.
此

の

如

く

多

方

面

で
 

此
の
如
く
痛
ま
し
き
幾
多
暴
行
の
場
合
を
想
像
す
る
こ 

S

は
不
可
能
で
あ
る
。
®

始
的
野
»
力
は
凡
ゆ
る
近
代 

科
學.
の
力
を
藉
b

て
、
^
到
な
る
準
僩
の
下
に
組
織
的 

に
览
虐
を
逵
ぅ
す
可
く
企
擻
ま
れ
た
る
此
の
最
も
殘
酷 

な
る
行
爲
の
目
錄
に
は
、.
戰
鬪
員
の
權
利
の
0

W

$

.

 

人
の
權
利
の
侵
害
並
び
に
兩
者
共
通
の
權
利
の

侵
«

か
 

11
&

に
附
加
せ
ら
れ
た
°
柿
虜
も
負
傷
潘
も
婦
A

も
小 

兒
も
、
凡
て
の
抵
抗
を
壓
伏
せ
む
が
爲
、故
ら
に
谷
人
を 

脅
*

せ
む
'と
企.
て
“た
是
等
野
蠻
兵
‘の
顧
る
と 
> 
ト
ろ
で
な

違
反
に
對
す
る
道
徳
上
の
責
任
問
題
を
檢
嚴
し
た
る
後•

か
つ
た〗

七

'
開
戦
責
任
者
並
び
に
其
.の

處

罸

に

.
關

す

る

委

員

會

は

V 

敵M
®

行
つ
た
罪
惡
を
ば
>
:三
十
一
0
部

類

狀

區

別

し

, 

た
る
因
錄
を
作
，i
、
且
其
;0
目
錄
£
卞

0 .
如
き
註
解
を 

加
：：

へ
で
居
る
。
實
に
：前
代
未
聞
の
最
も
顯
著
な
る
罪
感
：
|

. 

「

の
！1
2錄
で
ぁ
つ
1:
-、:
遥
等
兇
行
者
の
恥
辱
は
永
久
に
沿
': 

磨
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
扉
惡
•の
事
實
は
確
固
で
あ
つ
で
.
、

|

併
か
も
其
の
場
合
は
極
.め
て
多
ぐ
、
何

れ

も

疑

を

容

る| 

、

餘

地

な

き̂
に
'保
證
せ
ら
れ
、
何
れ
も
裁
判
を
呌
む
ー 

で
居
る
。
0
次
：は
左
0
如
ぐ
で
.あ
る
。

,
: ;
':

(

,)

殺
人
及
び
虐
殺
、
紐
織
的
脅
嚇
主
義 

,
|(

ニ)

人
質
0
死
»

:

へ，

(三
)
：；

非
軍
人
の
拷
問
ぃ

'
:
:

(

.

四)

：
非
^
入
を
故
意
に
餓
死
せ
し
め
た
る
事

;

;

(

五)

强

姦
•

(

六)

强

制

的

寶

淫

の

目

的

を

以

て

し

た

る

.未

婚

女 

''

並
び
に
婦
人
の
誘
拐

‘

第
十
马
餘
.

(

八
六
七)

雜
' 

錄

I

貴

任

の

調

*

^

沓

/(

七)

：
非
軍
人
の
放
逐

(

八)

非
人
遨
な
る
狀
態
の
下
に
於
け
る
非
^

人
@ 

拘
禁
：

. 

’

(

九)

敵
の
軍
事
行
動
を
助
く
可
き
非
^
人
の
强
制 

'
勞
働

(

一Q
)

軍
事
的
占
領
中
の
*
權
の
纂
奪 

(
1
1
)

占
領
地
の
住
民
中
ふ
が
兵
士
を
强
制
的
に 

徵
募
せ
し
事

(

一
ニ)

占
領
地
の.
住
民
X

り
國
籍
を
奪
は
む
と
の

'
計
畫

',

•

ニ

三)

奪
掠

(

一四

)

財産の沒收

(

一
五)

不
常
な
る
或
は.

法

外

な

る

徵

發

金

.
及

び

徵
 

發
物
の
誅
求

(
T

六)

通

貨

の

：質

を

悪

：く

し

且

騰

造

貨

幣

を

.發

行
 

せ
L
#
-
.

(

一
七)

(

全
體
£

集
合
的
刑
爵
の
賦
課

,第七號六茧



飨十三饴

(

八六八

)

錄

，_

戰
貴
任
の
調
迤
報
告
#

钫七
號

六六

m

<
一
八)

财
產
の
無
暗
な
る
荒
廢
及
び
破
壤 

(
一

九)
防
a

な
&
場

處

の/&
.
@
の

砲

攀
 

0
1
0)

宗
敎
的
慈
善
的
敎
W

⑽
乃
至
歴
史
的
建
物 

及
び
紀
念
碑
の.
無_

な
：る
破
壞
':.

0
1
一)

響
吿
な
く
又
乘
客
或
は
船
員
の
安
全
k

對 

す
る
用
意
な
く
し
て
商
船
荩
び
客
船
を
擊
沈
せ
し

B
n 

■ 

—

. 

. 

.

.

.

.

.

(

ニ V
I)
.

漁
船
及
び
救
助
船
の
擊
沈 

(

ニ
三)

故
泰
に
病
院
を
砲
擊
せ
し
事
'

0
1
四)

病
院
船
0
攻
擊
及
：び
1
^

(

ニ
五)

赤
十
字
に
關
す
る
他
の
諸
規
則
の
違
反
，
 

(

ニ
六)

有H

蓋

息
®
斯
の
使
用
：：

(1
1

七)

爆
發
弾
若
く
は
膨
脹
彈E

x
p
lo

s
iy

e

 

o
r 

e
x
p
a
n
d
in

g

CT
&

&
.
反
び
其
他
の
殘
忍
な
る
器
筹 

の
使
用

(

ニ
八)

敵
を
助
命
す
可
か
ち
ず
と
の
命
令
，

(

ニ
九)

.
負

傷

兵

及

.び

捕

虜

の

虐

待

I
I

I

j

I八

.

■ 
•
委
員
會
に
附
託
せ
ら
れ
た
第
三
の
點
は
、
敵
軍
中
^

殊
の
人
令
に
歸
す
る
犯
罪
の
責
任
の
程
度
を
淀
む
る
事
ノ
の
元
首
の
場
合
に
も
鑛
充
せ
ら
る
、
委
員
會
は
此
の
特

(

三0
)

國
際
法
規
に
依
て
是
認
せ
ら
れ
ざ
る
仕
W 

R.
輪

虜

を

便

用

：せ

し

事

.

,3
1

:1
)

休
»»

の
濫

用
 

- 

Q
1:
ニ)

井
に
毒
を
投
せ
し
事

敵
の
兇
行
に
對
す
る
委
員
會
；の
結
論
は
：左.
の
：如
く
で

:

あ
る
o 

?

(

一)

»
燠
南
帝
國
は
其
の
同
盟
國
た
る
土
郅
古
及
び 

勃
牙
利
ビ
共
に
、
戰
#
0

现
行
法
规
及
び
憤
習
並
び 

に
人
道
の
根
本
法
則「

に
違
反
し
た.
る
野
«
'

に
.し
て
不 

.
:
當
な
る
方
法
に
依
て
戰
爭
を
行
ひ
た
る
事 

V  
(

ニ >

今
次
の
戰
爭
中
、
獨
逸
帝
國
及
び
邡
の
同
盟
國 

.

の
軍
隊
が
陸
.上
海
上
乃
至
空
中
に
於
て
行
ひ
た
る
戰 

;:
爭

の

法

規

及

び

憤

習

の

違

反

に

關

し

て

出

來

得

る

限
 

;

6
完
全
な
る
事
實
の
目
錄
を
調
製
せ
む
が
爲
、
旣
は 

得
ら
れ
た
る
又
は
今

後
得
ら
る
可

き
凡
ゆ
る
報
導
を 

秩
序
的
に
蒐
聯
し
分
類
す
可
き
目
的
を
以
てr

.

の
委 

員
會
設
置
せ
ら
る
可
&
箏 

.|

位

階

：
の

所

有

者

を

，
偶

護

す

名

.
何

等

の

理

由

な

き

.

を
；
'

明
白
に.
陳
述
す
可
し
ミ.
希

：望

し

た

：
。
_
こ

の

希

連

は

國

家

で
あ
つ
た
。
數
多
の
討
論
を
經
て
後
漸
く
到
達
せ
ら
れ 

た
る
委
員
會
の
結
論
は
か
ぅ
で
あ
る
。

戰
爭
;0
法
規
及
び
慣
習
菩
ぐ
は
人
道
の
法
則
に
違
反 

し
て
罪
'を
犯
し
た
敵
國
の
總
て
の
人
は
位
階
の
區
別
を 

pi
]

は
ず
、
縱
令
國
家
の
元
首
ど
雖
、：

刑
*
を
受
く
可
き 

で
あ
る
？

-.
.

上
記
の
顧
論
を
採
用
す
る
迤
に
座
る
:M
-
論
の
進
行
中 

國
際
法
め
最
も
重
要
な
る
論
點
は
常
識
及
び
i

の
議
：
 

論
？
相
對
照
せ
ら
れ
た
。,
委

員

中

の

或

人

々

は

"

國

家
 

の

元

首

は

.其

地

位

か

ら

し

て

罪

を

負

上

可

き

奢

で

な

.
い 

ミ

論

じ

た

。

然

；

に

®
員

會.
は

.:
:
,
國

家

に

於

け

る

其

人
 

々

の

地

位

が

縱

令

洳

何

に

高

い

，
と

す

る

も

ヽ

適

赏

に

；
組
 

織

甘

ら

れ

た

裁

到

撕

に

.^
て

其

の

寶

任

が

明

に

せ

ら

れ
 

た
る
：場
食
如
何
衣
る
事
ぬ
に
出
づ
る
，̂
位
i f
が
.其
の

權
が
市
法s

u
n
ic
ip

a
i 

la
w

の
實
際
的
方
便
に
出
で
セ 

る
も
0.
で
、
报
本
法
に
依
つ
た
も
の
で
な
い
と
の
豳
虹 

か

ら

元
,#
無
罪
の
迦
虫
£.

せ
む
と
す
る
を
拒
否
1

て..居
；
 

る
。

丨
報
吿
書
は
尙
ほ
日
く
、「

如
何
に
或
國
々
に
於
て
：は
：、
. 

君

主

は

其
.0
國
の
國
立
裁
判
所
の
裁
判
以
外
に
立
つ
も 

の
ど
す
る
も
、
國
際
的
見
地
：ょ.
6
す
る
其
の
地
除
は
全 

:

然
異
つ
て
■

る」

ビ
。報
告
書
ば
^
摘
す
る
、
國
家
の
範
'
 

園
以
外
に
無
罪
の
#

權
を
擴
充
す
る
ミ
き
は
、
固
際
法 

及
び.
國
際
慣
蹵
1

反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
«
の
法 

則
に
も
違
K

.L
た
る
、
最
も
*

た
し
き
J.̂
r r
ビ
雖
、'#: 

を
蒙
る
處
れ
a」

ぐ
し

て
遂
行
す
る

'
，

j

ミ

が
出
來
:-
5
て
ふ 

原

則
-|
:,
鑛
立.
す
る
^
^
る.
'で「

ぁ
::
£
>
3
。
同
書
«,
«
ほ
附
：
 

言

.̂
て
日
'く
、.
此
0
如
刍
結
»

は

：文

明

幽

民
0
&
心
;?
:
.

第
，:±
ニ
翁
，

(

八i

ハ九)

雜錄間戦资任の調査報吿带

第
七
鄉

/、
七



J.

第

十

三

怨(

八
七
〇)

雜

錄
開
戰
貴
任
の
調
蜜
報
告

^

-JL*

八

術
»
す
る
で
あ
ら
う
。

一
例
を
舉
ぐ
れ
ば
、
獨
逸
前
帝 

に
歸
す
可
き
重
大
な
る
罪
贵
に
就
て
見
て
も
、
前
帝
は 

裁
剑
に
附
せ
ら
れ
，.ざ
る
に
、
前
帝
ょ
b
も
低
.さ
地
：位
に 

在
る
他
の
犯
罪
者
«
却
て
處
靜
せ
-&
る

y

V」

し
た
な
ら 

ば
、
'侵
犯
せ
ら
れ
た
る
戰
带
の
法
規
及
び
慣
習
並
び
に 

人
遒
の
法
則
の
原
理
の
辯
®
は
.不
完
全
た
る
を
免
れ
な 

い
で
あ
ら
う
V
J°

:

、
.

.加
之
、
若
し
蠻
行
の
犯
罪
者
に
し
て
、
f

w
を
受
け 

ざ
る
も
の
S
せ
ら
れ
た
君
主
の
高
き
命
令
に
由
れ
り
ビ 

の
辯
饑
を
企
て
而
し
て
辯
謎
す
る
こ
ど
を
得
る
と
せ
ば 

是
等
犯
罪
者
の
裁
判
は
®
だ
し
く
偏
頗
の
も
のV

J

な
る 

で「

ぁ
ら
う
。
獨
逸
前
帝
及
び
.高
き
權
威
の
入
々
が
大
戰 

中
卜V

於
け
る
®
行

を

認

知

し

，
て

居

^
こ
ビ
、
少
な
く
ぐ
し 

も
®
行
を
緩
和
し
得
だ
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
ぃ

。
双
罾 

の
'ニ
令
は
"
陸
上
海
上
及
び
空
中
に
於
け
'る
*
の
下
僚 

の

活

動

方

法

を

一

，
變

せ

.し
め
た
で
あ
ら
う
。
然
し
菩

 々

は
高
き
地
位
の
人
が
、
同

1

の

.罪

惡

に

ょ

つ

て

有

罪

と せ
ら
る
yで
あ
らvS

£
云
ふ
亊
實
の
：み
發
以
て
、
«
の 

命
令
を
受
け
た
文
武
の
官
斑
の
責
饪
が
：解
除
さ
れ
る
も 

の
で

な

い
事
を
云
ひ^
い
の
で

あ

る

p

上
か
'
の
，命
令 

で
ふ
辯
解
：
.
が
、
吿
訴
せ
ら
れ
た
人
々

Q

貴
任
I

除
す 

る
に
足
る
や
如
何
を
淡
定
す
.
る
は
、.
裁

判

所

の

住

務

’
で 

あ
ら
ダ
。

報
吿
書
は
上
述
の
如
く
敵
國
の
.罪

狀

を

確

實

.に

し

た
 

る
上
、
進
む
で
是
等
の
人
々
を
载
刿
す
る
’裁

判

所

の

.
龃
 

#
及

び

裁

到

：手

論

等

を

_
じ
て
居
る
.：。
夫
れ
か
ら
報
吿 

書
は
：、
.
1九

0
七
牟
の
海
牙
毕
和
^

|

|で

ヽ

獨

逸

：
の

代
- 

表
者
が 
沈
設
水
雷
の
使
用
に
就
て
發
言
し
た
ヾ
し
き
の
宣 

言
を
ば
"
非
常
に
有
效
に
引
用
^

て

届

る

。

某

の

®:
言
 

に

_
.
く

、
■

班
事
行
.動
は
單
に
國
際
法
の
約
束
ば
.
炉
b
で
支.
配
せ 

•

ら
れ
中
し
て
、他^
も
之
を
支
配
す
る
耍
素
が
あ
る
。

.

&

心
ビ
的
確
な
る
到
斷
と
、
人
道
0

原
理
が
命
ず
る 

義
務
の
感
念
^

が
^
取
々
人
の
行
爲
を
支
配
す
る
最

も
'}

®
實

な

名1
檫

で

、

從

：

V

暴
行
を
防
止
す
る
最
も 

有
数
：̂

る
保
障
で
あ
ら
ぅ
。
私
は
朱
聲
玆
に
，公
言
す 

.

名
、
獨
逸
海
祗
の
將
校
等
は
常
^
人
道
及
び
文
明
の 

不
文
法
か
^

發
出
す
る
翁
務
を
最
も
•
嚴

重

、に

守

る

可

§

事
&
: 

. 

■ 

j

:
:
:仍
で
#
^
:

書

は「

，獨
逸
代
表
者
フ
ォ
ン
*
ビ
ーV

ル
：-ス 

,

タ
ィ
シ
栌
口
頭
にV

は
人
：道
を
尊
敬
す.
る4

0
去

ふ
に
拘
ぐ 

は
ら
ず
、
«

實
獨
逸
に
對
し
尤
罪
雛
0
檩
的
*
る
ご
最 

あ
神
聖
な
る
法
#

及
び
最
も
^

的
な
：る
計
«
に
對
し
て 

a
m
®
念
'を
I嘲
笑
，的
^
公
言
す.
る.M

.V
J

は
、
.之
を
許
す
一 

可
か
备
‘

る
留
を
明
に
す
^
制
裁
を
設
く
可
し
ビ
は
，

:

。1世
間〗

般.
が
其
の.
良
心
か
ち
法
張
す
る
所
で
あ
る
ビ
^

一
言
:1.

て
居
：气
 

\

:
,
'犯
罪
は
ニ
晴
^
區
別
せ
&
名
ド
第
ー：

は
世
界
戰
報
を
：
 

挑

み

：
て

途I

t

破

裂

せ

し

あ

た

各

行

爲

。

第
一
：
一
は
戰 

#

©

法

親

及
.
a
憤
管
並
び
に
i

.
の
®
則
に
®

反
せ
.る

行
辏
:°
..
'.
.

笫

十

§
 

(

八
%】)

雜

.
錄
.

開

敏

貴

任

，
の
調
査
親 ■ 

■
九

'
:
.
'

^

■¥
義
の
#*
立
違.
反
を
'其
中
'に
含
む
最
も
重
大
.な
る 

犯
罪
の
商
議
に
就
て
は
、
法
#
的
見
解
が
勝
を
制
し
巧 

や
ぅ
に
凫
へ
る
。
而
し
て
f

書

は

戰

：爭

發

破

人

等

に

： 

.

'1.

て
似
何
等
の
處
刑
を
も
#
說

：し

て

居

な

い

。

唯

.だ
-.  

_

和
#
議

は.
此

の

點

に

就
.
て

は

、

左
.
，の

如

く

報
.
吿

«
.
中 

に
',述

べ

ち

れ

たl/f
r
動

に^

し

て

寶

饪

を

有

す

る

其

等

办

. 

人

々
:0
:罪

を

：止

式

に

宣

.
告.
す
る
乙
ゼ
忙
其
0:
活
動
を
.止 

办
可
急
で
あ
るV

J.

注.
意
し
为
®

み.
で
あ
る
C 

.

.
臼
耳
義
に
關
す
る|

八
三
九
^

の
條
約
及
び
リ
ュ
ク.. 

サ

，
ン

，ダ

ー

」

ル

に

關す

る
一
八
六
七
年
の
條
約
は
、
加
盟 

者

外

の

翻

家

に

：非

す

し

V
、

啻
R
自
か
&
兩
國
の
中
立 

を
尊
敬
す
る
こ
：ど
を
# ;
つ
た
0

み
な
ら
ず
、
中
立
を
德：■  

す
可
き
處
れ
あ
る
如
何
な
名
他
の
國
を

4

S

ひ
；て
中
立 

.
を
保
持
せ.
し
め
む.
^
發
起
し
た
'る
瓮
0

強
國
'の
一
に
.ょ 

つ
て
、
故
意
^

^
反
せ
&

れ
^

。
條
約
0:
保

證

人

自

か

)

當
初.
の
：企
輋
R
對
ず
る
失
收
ン

1
 

第

七
號

六
九



饿

十

三

偺(

八七ニ

)

雅錄肫戰赀作の調毫吿逬 

の
瘦
を
«

し
く
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
此

の

如

き

行

爲

は

て

：尙
ほ
籍
1:
續
げ
て
白

b
o

賞
に
鸯
泰
を
危
險
に
、
防
，領
を
攻_

に
■、
‘保
識
を
強
製 

に
| |
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る.
。
加
之
、
此
の
如
き
好
爲 

^
^
烈
に
®
抗
ず
る
力
な
き
：小
弱
國
の
獨
立
を
全
然
否 

認
す
る
も
の
で
あ
る
。
抵
抗
を
敢
て
す
る
國
民
の
生
命 

に
對
す
る
攻
撃
で
あ
つ
て
、.

X
其
の
#
®

を
^

く
す
'る 

攻
擊
で
あ
る
。
然
も
抵
抗
が
試
み
ら
れ
た
る
前
、
攻
擊 

港
は
惡
魔
の
誘
惑
を
以
て
、
名
*

の
犧
牲
に
對
し
て
、/  

-
物
贺
的
辨
償
を,

出
で
た
の
で
：あ
る
。；
國
際
法
の
違
反. 

は
此
の
如
く
し
て
、
國
際
的
權
利
：の
极
本
原
瑰
た
'5
國 

家
の
獨
立
に
對
す
る
攻
«

0'
罪
を
一
層
加
へ
た
の
で
め 

"
な
。
此
の
如
く
し
て
、.
故
意
^

且
之
R

對
し
貴
任.
あ
'る
し 

人
々
の
行
爲
を
辯
護
す
る
能
は
ざ
る
目
的
の
爲
、
高
壓
，
 

的
暴
行
は
國
際
的
約
求
に
對
し
て
加
へ
ヾ
ら
.れ
た
の
で
あ 

'る
。
:: 

' 
• 

.  

•;
:.
:
::'

.
報
®
書
は：

斯
ぐ
遂
行
せ
ら
れ
た
る
W
®

に
對
し
、
其

'

然
る
に
も
拘
は
£>,
ず
、
本
委
員
會
ば
責
任
あ
る
！3^

 

者
I J
ち
■
入
：(

而し
： .

て
殊
に
前
®

帝)

：
'
.
に

對

し

上

の

如
 

き
中
立
蓮
反
て
ふ
#

別
の
項
目
に
*

て
刑
法
上
の
罪
を 

E

す>  3  

を
爲
す
能
ば
す
ビ
の
»

見
で
あ
る
。
然
し
乍 

ら

本

婺

員

會

は

國

際

法

並

び

に

_

際

間

の

信

用

に

對

す
 

る
是
等
の
甚
だ
し
き
暴
行
を
以
て
、
苹
和
會
議
が
公
然 

Iた

る

’
罪

の

宣
W
の
主
s -
f.
2:
ら
U
む
可
ぎ
w :
5f
思
#

す
る 

崔
に
是
等
の
罪
惡
を
$
*
視
す
る_
の
で
あ
る
。

,

最
後
：に
報*
書.
は_

戰
責
任
者.
並
び.
に
中
立
違
反0 

.
行
，爲
に
對
じ
て
特
別0
方
策
或
は.
特
別
の
.機
關
を
設
く 

可
き
事
' 
將
來
か：

>

る
董
大
な
る
，國
際
法i i
s

に
*
じ 

そ
刑g
を.
規
定
す
可
き
事
を
平
和
會
議.に

提

唱

し

て

.
居 

る
。
：尙
：ほ
戰#

の
法
規
&

び»

習

並

び

_
に

人

道

の

法

則
 

■に
違
反
し.
た
る
犯
罪
V 
.前
1

ニ
十11

ケ
.條
以
外
の
犯
罪 

を
處
罰
せ
^
好
爲
、
；可
成
交
戰_

の
膨_

に
成
^
高
等

の.
正
：當

な.る

：：恐

，
の

煞

を

表

.
明
し
相
る
'後
、
：冷
靜
に
歸
$

裁
判
所
の
僮
®

を.
主
張
し
て
届
る(

完)

。

I
f

經

濟
_

史

廳

論

の

慎

値

(

s

，

因

. 

|

:

.

.

二
：

,

自
己
を
中
心
と
す
る
各
個
人
が
家
族
函
家
等
：の
形
式 

に
依
つ
て
他
の
個
人
と
結
合
さ
る
、
は
、
す
で
に
前
郁 

に
述
べ
^

る
が
如
ぐ
、
利
己
ょ
り
生
じ
た
る
便
宜
上
の
：

成
*:
な
れ
ど
も
、
谷
個
人
を
斯
く
結
合
す
る
に
至
ら
し 

め
^
る
原
因
は
是
を1

1個
の
：愛
着
に
歸
す
る
、と
を
得
べ
,- 

し
。-V

は
前
述
せ
：る
が
如
く(
I)

把
物
的
愛
着
足1

1
)

理 

解
の
愛
着
，ビ
5

り
。
生
物
的
愛
着
と
ふ
は
す
べ

て
の 

動
物
0 :
有
す
る
無
意
識
：的
結
合
9
感
情.
^
し

て
理
解
の「

j 

愛

.#w

は
之
に
反
し
て
意
識
的
に
:*
愛
着
す
る
も
の
な 

ぅ
。
.俞
者
の
生
物
的
な
る
に
對
し
て
後
老
は
、稍
々
.嚴
密
。

な
ら
ざ
る
意
味
に
：於
S

神
的
^
稱
す
‘る
を
#

ベ
し
0
.

素.

別

の

：
限

界

は

：嚴

格

：

^
是
を.
確
定
^

i.
 
M

第
十
三
潘
ヾ(

八
七
2)

雜

錄
 

' 

純
濟
的
史
湖
論
の
偵
値 .j

と
：極
め
：て
容
易
な
ら
^

れ
ど
%•
’
吾
人
♦か
世
*

の
生 

活
：現
象
^

眺
む
る
時
？
.:
:
そ
1こ
に
何
等
か
の
相
違
の
存
す 

る
'が
如
く
见
#

し
得
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
然
ら
ば
先
づ
斯 

如
き
生
物
的
威
情
の.
限
界
を
何
處
に
求
む
べ
き
や
。
.
：

:

實
に
吾
人
耙
し
丈
靈
妙
不
测
の
驚
嘆
の
聲
を
發
资
ざ
，
 

る
を
得
ざ
ら
し
ひ
る
も
の
^
此
の
世
界
に
於
ば
る
數
 々

の
生
活
現
象
な
り
。'
兒
ょ
、
人
跡
絕
え
た
る
深
谷
の
！

e

 

合
に
も
妖
麗
な
る
裝
を
«.

へ

ゝ

明

げ

を

も

淥

た

5

®
 

の
花
に
む
可
憐
の
姿
を
現.
.
し
む
。.

而
も
ず
ベ
て
の
生
- 

活
歡
體
が 
或
ほ
5

^
相
食
み
相
€-
ふ
に.
も
拘
ら
ず
、
を 

乙
'は

》

道
'の.
調
和
を
生
匕
、
各
々
羝
の
生
活
を
繼
續
ザ 

ん^
.

ず
る
.有
*

は
、
人
'智
r

以
て

測
ん
'
ベ
か
ら
^

る
#_  

秘
の
境
^
り

。
：
科

學

の

力

は

或

ば

彼

等

.
の
素
®
^
を
^
 

解
し
、
*

の
個
體
發
生
：の
逍
：程
^
明
瞭
に
す
を
>」

と
を
：. 

得
べ
し
。.
其
の

『

何
も
、の
る
か
に
對
し
て
は
木
十
分
ハ 

年.
ら
も
侗
等
か.
の
^

^
を

下

す

《

を

得

，
べ

し

、

リ癸
れ
ぺ 

_̂

货

何

故」

作

る

娘

播

雜1 ,
そ

ば

遂̂

何

等
0
<»
^

い

パ

, 

第

兮

跳

ン

七1,
ノ


